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１．研究計画の概要 もっとも高頻度で分離された種は、高松塚

古墳・キトラ古墳ともに、土壌、昆虫、植物、
下水などの自然環境からの分離報告例が多
い Pichia guilliermondii であり、埋蔵中の
土壌との微生物交換ルートが明確になった。 

高松塚古墳は著しい微生物劣化から 2007
年に解体修理となった。微生物の侵入経路や
劣化機構解明には、壁面で繁殖している微生
物だけではなく古墳内の微生物環境全体を
把握することが重要である。本研究では、高
松塚古墳壁画等汚染微生物群を総合し、遺伝
形質データ（特に遺伝子塩基配列）解析によ
る種レベルの同定を行い系統分類学的位置
を明らかにし、微生物劣化対策立案の基礎資
料を総合的に構築することを目的とする。 

2）分離株公開化のための調査研究 これま
でに詳細同定を終えている保存菌株につい
て分析を進めた。 
3）劣化要因微生物の特性調査 主要なカビ
として分離された Fuzarium 属、Acremonium
属 、 Penicillium 属 、 Trichoderma 属 、
Phialocephala 属の分離株を用いて、樹脂の
カビ抵抗性試験、樹脂や薬剤等の資化性試験
および各種微生物株の薬剤耐性試験を行っ
た。また、これら分離株の有機酸産生能試験
を行った。高松塚古墳からの Fusarium 属分
離株およびその近縁対照株で顕著な酢酸生
成が認められた。次いで Acremonium 属
（Gliomastix 節）分離株で比較的酢酸の生成
が 多 く 見 ら れ た が 、 Penicillium 属 、
Trichoderma 属などの分離株や保存株では酢
酸の生成はほとんど認められなかった。総有
機酸量と液体培地のｐH 低下量とは比較的相
関が認められた。 

 高松塚古墳壁画の劣化にかかわるサンプ
ルの提供を文化庁より受けて、カビ・酵母・
バクテリアについて詳細同定を進め、埋蔵中
の微生物叢の推移と古墳壁画劣化の関係に
ついて検討した。また、バイオリソースとし
て公開・活用可能とするための基礎研究とし
て、劣化に係わった主要な微生物株（カビ 61
株、酵母 19 株）についてそれらの多様性に
ついての原著論文を投稿し、広く学術研究に
供することができるよう詳細同定を進め、公
的機関への寄託を順次おこなった。 
1）劣化要因微生物の遺伝子配列解析による
種レベルでの同定 
2）分離株公開化のための調査研究 4）劣化要因微生物の栄養源に関する調査 

石室目地で膠着剤として用いられた漆喰材
料中の有機物について、糖・脂肪酸、アミノ
酸の定量分析を進め、十分に生育可能な栄養
源が存在することを明らかにした。また、Ａ
ＴＰ発光量から微生物汚染度を把握し、場所
による微生物汚染程度に多少があることを
明確にした。またＣ，Ｎ，Ｏ同位体比を指標
として有機物の移動や原材料把握などの調
査を進めた。 

3）劣化要因微生物の特性調査 
4）劣化要因微生物の栄養源に関する調査 
 
２．研究の進捗状況 
1）劣化要因微生物の遺伝子配列解析による
種レベルでの同定 Penicillium  paneum 
Frisvad について、文化財の生物劣化に係わ
るはじめての分離報告例を示した。また、細
菌、酵母について新種を提唱し論文で報告し
た。  



３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 主要な微生物群に関する詳細同定と微生
物叢の推移の把握はほぼ終了した。新種と報
告した酵母についてはすでに学術研究利用
が可能な状態になっている。またその他の分
離株を公開菌株化するための詳細同定もほ
ぼ終了して再チェックの段階に入っている。
平成 22 年度末にはかなりの部分が学術研究
用に利用できるように整える予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究期間終了までに可能な限り新種提唱、
詳細同定、微生物株の公開につとめる。また
研究年度の終了後には、研究成果をより一層
と普及させるため、シンポジウム開催や書籍
刊行などを計画する予定である。 
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